













With the voting age lowered to 18, there is frequent discussion of voter education every time an election draws near. 
However, it would seem preferable that pupils begin to acquire from primary school the various capacities required to 
make judgments as a voter, as a participant in sovereignty, that would enable them to become contributors to a peaceful 
and democratic state. In this paper, therefore, I have undertaken to demonstrate from concrete and practical examples, 
how voter education should be handled from a primary school level.
Implementation of voter education is usually handled in high school. Further, regardless of the kind of school, it is 
usually carried out in social studies classes. Certainly knowledge and understanding should be acquired in social studies 
courses. However, the capacity to make judgments as a person who shares in sovereignty and the capacity to take ac-
tions are rather cultivated in courses on morality and in extra-curricular activities. In this paper, based on the experience 
of teaching “The Return of the Swing” (Education Department textbook Our Morality, third and fourth years), I focus 
on courses on morality and discuss voter education in primary schools as a means of educating children to live proac-
tively.
Keywords: Sovereign education,   Special subject Morality,   Primary school,   Law-Related Education,   
The Return of the Swing,   Our Morality
「主体的に生きる子供を育てる小学校における主権者教育」
─小学校道徳科「ぶらんこ復活」の実践を通して─
Voter education in primary schools for nurturing children living proactively







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































４　蓮沼小学校のきまりができたあとの話を聞く。 ●  10年間もきまりが守られ続け
ていることに着目させる。
● きまりがつくられた当時の子
供たちはもういないのにきまり
が守られていることを伝える。
質問文１「話し合いを振り返り，もう一度きまりはどんなものか考えよう。」（32名：複数回答あり）
種　別 感　　　　　想 人数
決まりとは何か 守ることで安全に楽しく過ごすことができるもの 24
守らなければならないもの 2
平等にする 5
大切なもの 2
自分にとってのきまり 守らなくてもいいが責任を伴う 1
守らないとできることが少なくなったり，できなかったりする。 1
自分のためになる 1
いいことにつながる 1
人のことを考えるもの 2
皆にとってのきまり 皆が守るもの 1
皆が一人一人を意識する 1
皆が不愉快にならない 1
種　別 感　　　　想 人数
きまり きまりを自分たちでつくり，守ることの大切さ
・きまりの効果（10年も無事故が続いた）
・きまりを守る大切さ，理由の理解
・きまりを自分たちで作る意義
25
12
9
3
きまりの意義 1
恵さんの勇気 校長に自分の気持ちを伝えた恵さんの行為，勇気 0
恵さんの気持ちが校長に伝わった 0
自分でどうにかしようと思った気持ち 1
協力 皆で解決法を考えた 0
子供と保護者が協力して成し遂げた 0
実践意欲 自分たちもこれから安全に遊びたい 11
自分の学校でこんなことになったら恵さんのように解決策を考える。 1
小さい子には譲りたい 4
その他 校長が優しい 0
ブランコが復活できてよかった 0
質問文 2「学習を振り返り，感じたこと・考えたことを書こう」（32名：複数回答あり）
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記述をみると「きまりを自分たちでつくり，守ることの大切さ」を挙げている児童が多かった。きまりを
守ることで 10年間も無事故（資料には記述されていないが補説した）であったという事実を受けとめた結
果このように考えたのであろう。
また，3年生での実践では恵さんの「勇気」に共感する児童が多かったが，今回授業を実施した 5年生は，
恵さんの行為を「勇気」と見るのではなく自分のやりたいことを実現し，継続させる為に「必要な行為」で
あるという見方をした。低学年の恵さんが校長先生に「お願い」に行ったこと。高学年である代表委員がブ
ランコ復活の実現のために「きまり」を作ったこと。この 2つの行為は「ブランコ復活」の為の行為として
は同等であるととらえたのである。これは「主権者として社会の中で自立し，他者と連携・協働しながら，
社会を生き抜く力や地域の課題解決を社会の構成員の一員として主体的に担う力を発達段階に応じて，身に
付けさせるもの」（「主権者教育の推進に関する検討チーム」；文科省より）とした主権者教育の定義から見
ても重要な学びとなっていると考えられる。自分たちの一日の大半を過ごす学校生活の向上の為に「校長と
連携を取る」ために勇気を持って行動し，課題となっていたブランコ復活に結びつけたのである。そして，
多くの子供たちはきまりについては『守ることで安全に楽しく過ごすことができるもの』」と答え，「自分た
ちもこれから安全に遊びたい。」と言う記述をしている。これはこの話の最後に書かれている「今では，み
んながきまりを守り，楽しく安全にぶらんこで遊んでいます。」から受けとめたものあった。ルールは自分
をしばるものではなく，充実した生活を継続させるために必要なことを学んだのである。
「きまりを作って守る」ことについては，授業で実際にきまりをつくるという展開としたため，問題解決
に向けて努力した代表委員同様，多くの児童が自分事としてとらえて真剣にブランコを使う為のきまりを考
えていた。
「安全」にブランコを使う為のきまりについては異論がでることは無かったが，「皆が楽しく」遊ぶための
きまりについては議論となった。そのきまりは「休み時間は低学年を優先とする」きまりである。一人の女
の子は「高学年も低学年もブランコで遊びたいにもかかわらず低学年優先にするのは不平等。今だって低学
年もブランコで遊んでいる」という意見をだしたのである。確かにぶらんこは高学年の児童にも人気がある。
そのブランコに乗れないということに対しての異議は当然あってしかるべきである。その論に対し，「年上
であるから我慢しなければいけない」「年下には優しくしなければならない」というこれまで子供たちが大
人達から言われ続けてきた道徳観に基づく反論が出たが，彼女は納得しない。「優しくするのは分かるけれど，
なぜ，我慢しなければならないのか。」という再度の反論に対して納得させるだけの論拠を持って意見を言
える児童はなかなか出なかった。
この議論でこれまで当たり前に大人達からいわれていたいわゆる「常識的な道徳観」を別な角度から見直
し，その理由を説明する難しさを子供たちは体感することができたのである。しかし，ある児童が「私たち
はこれまで沢山ブランコに乗ってきたから低学年優先にしてもいいと思う。今の低学年の子たちが高学年に
なれば低学年優先になるんだから平等になるのでは」と発言したのである。この児童はこの議論を通じて，「今
だって低学年はブランコを使うことができるではないか」という「機会の平等」に対して，ブランコに乗る
機会を 6年間というロングスパンで考えて「結果の平等」を論拠にしたのである。
この児童は「結果の平等」と「機会の平等」の違いについてこれまでに学んだことは無い。しかし，議論
によってその違いに気付き，考え方を生み出し論拠としたのである。小学校高学年では代表委員等，学校全
体の問題解決を図るところで活動する機会が増えてくる。そのような場で「自分たちの力で問題を解決する」
体験を通して，自治的な活動をする為の能力を育てることは主権者教育として重要であると考える。
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５．これからの「主体的に生きる子供たちを育てる主権者教育」
子供たちの力を育てる際に使われる「知育・徳育・体育」というカテゴリーがある。そして，これらのバ
ランスが大切であるとされている。確かにこの 3つのカテゴリーは人間として生きる為には欠かすことので
きない要素である。しかし，「健全な精神が健全な肉体に宿る」という言葉に象徴されるようにそれぞれが
相互に関連しているものでもある。道徳は，心の学びである。しかし，単に情に訴えた授業だけでは子供た
ちの心には響くことはないし，行動に結びつくことは少ない。問題解決の為の知的な思考を通して，あるい
は活動を通して体験的に学ぶ事により道徳的実践力は高まると考える。
本研究では「ぶらんこ復活」という教材を使用して 3年生と 5年生で授業実践した。特にきまりをつくる
活動を通してきまりの意義を考え，そして主権者としての意識を高めることを重視した高学年の授業につい
ては多くの学級で実践させていただいた。その上でできたのが本論文で示した授業である。今後，道徳の他
の教材を使った実践，そして，心の教育では道徳と両輪をなす「特別活動」の実践により，小学校における
主権者教育を更に深めていきたいと考えている。
主権者教育は中学，高校，と続き，その結果が主権者教育のきっかけとなった「投票行為」となる。しか
し，主権者教育が単に投票行為を促すためのものであってはならないと考える。投票の前には現状分析があ
り，政党や候補者についての事前調査がある。そして，何より自分がどのような社会を望み，実現していき
たいかというビジョンを一人一人がもつ必要があるだろう。主権者教育は人が社会人として生きていく為に
必要な力を育てる生涯学習としても考えていく必要がある。
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